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学
術
講
演
会
報
告

「
総
義
歯
を
極
め
る

 

―
術
式
と
そ
の
カ
ン
所
―
」

 　

平
成
二
十
一
年
度
学
術
講
演

会
が
一
〇
月
二
八
日
（
水
）
に

北
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
と
し
て
宮
崎
歯

科
医
院
勤
務
の
奥
野
幾
久
先
生

を
お
招
き
し
「
総
義
歯
を
極
め

る
―
術
式
と
そ
の
カ
ン
所
―
」

と
い
う
演
題
で
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
教
科
書
な
ど
に

は
載
っ
て
な
い
、
御
自
身
が
チ

ェ
ア
ー
サ
イ
ド
か
ら
学
ば
れ
た

ポ
イ
ン
ト
を
細
か
く
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
奥
野
先
生
は
過
去
の

経
験
か
ら
総
義
歯
に
求
め
ら
れ

る
支
持
、
咬
合
関
係
、
義
歯
の

剛
性
を
三
本
柱
と
し
て
特
に
重

要
と
考
え
て
お
ら
れ
、
総
義
歯

を
製
作
す
る
に
あ
た
り
さ
ま
ざ

ま
な
項
目
が
あ
る
中
、
今
回
の

演
題
に
あ
る
術
式
と
そ
の
カ
ン

所
を
重
視
し
、

一
、
診
査
・
診
断

二
、
印
象
採
得

三
、
顎
間
関
係
記
録

の
三
項
目
に
的
を
絞
り
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

【
診
査
・
診
断
】

　

奥
野
先
生
が
考
え
て
お
ら
れ

る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
と
し
て
は

一
、
顔
貌

二
、
習
癖

三
、
治
療
に
対
す
る
要
求
度

四
、
食
事
の
好
み

五
、
話
の
理
解
力
・
意
思
の
疎
通

六
、Patient's skill

七
、
そ
の
他
、
現
義
歯
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
維
持
・

支
持
・
安
定
性
の
チ
ェ
ッ
ク
、

床
面
積
は
適
切
か
？
、
咬
合
接

触
点
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

集
束
の
有
無
、
義
歯
安
定
剤
を

使
用
し
て
い
る
か
？
、
ク
ッ
シ

ョ
ン
剤
の
使
用
の
有
無
、
自
分

で
義
歯
を
削
っ
て
い
な
い
か
ど

う
か
？

【
印
象
採
得
】

〈
概
形
印
象
、
研
究
用
模
型
〉

　

印
象
採
得
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
支
持
、
印
象
域
、
適

合
状
態
を
考
え
る
事
。

　

概
形
印
象
は
、
印
象
域
を
ハ

ッ
キ
リ
と
記
録
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
で
き
る
だ
け
解
剖
学

的
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
研
究
用
模

型
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

研
究
用
模
型
で
は
、
ハ
ミ
ュ
ラ

ー
ノ
ッ
チ
、
ア
ー
ラ
イ
ン
、
レ

ト
ロ
モ
ラ
ー
パ
ッ
ド
な
ど
の
形

態
を
観
察
し
、
少
な
く
と
も
上

顎
の
模
型
に
は
床
後
縁
ラ
イ
ン

と
正
中
ラ
イ
ン
は
歯
科
医
師
が

記
入
す
る
こ
と
が
必
要
。

〈
最
終
印
象
〉

　

個
人
ト
レ
ー
内
面
に
イ
ソ
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
を
盛
り
、
口
腔
内

で
安
定
さ
せ
、
そ
の
後
ボ
ー
ダ

ー
モ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
。

〈
下
顎
の
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
〉

　

ピ
エ
ゾ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う

方
法
で
採
得
す
る
。

【
咬
合
採
得（
顎
間
関
係
記
録
）】

〈
垂
直
的
顎
間
関
係
〉

　

咬
合
床
を
試
適
し
た
後
に
ま

ず
、
前
歯
部
の
露
出
度
、
豊
隆

を
決
定
し
、
次
に
仮
想
咬
合
平

面
を
決
め
る
。
垂
直
的
顎
間
距

離
の
決
定
は
、
鼻
翼
下
縁
か
ら

オ
ト
ガ
イ
の
距
離
と
瞳
孔
か
ら

口
角
の
距
離
を
一
致
さ
せ
る
と

い
う
基
本
的
概
念
を
捉
え
つ
つ
、

現
義
歯
の
咬
合
高
径
を
参
考
に

決
定
す
る
。

〈
水
平
的
顎
間
関
係
〉

　

ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
を
用
い
る
。

【
咬
合
様
式
・
咬
合
調
整
】

　

咬
合
様
式
は
フ
ル
バ
ラ
ン
ス

で
あ
っ
て
も
リ
ン
ガ
ラ
イ
ズ
で

あ
っ
て
も
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

た
だ
、
総
義
歯
の
場
合
バ
イ
ラ

テ
ラ
ル
（
両
側
性
平
衡
咬
合
）

に
す
る
。
咬
合
調
整
は
側
方
運

動
時
だ
け
で
な
く
、
前
方
運
動

時
の
調
整
も
必
要
。
ま
た
、
シ

リ
コ
ー
ン
の
ボ
ー
ル
な
ど
を
用

い
て
、
片
側
で
咬
合
さ
せ
反
対

側
に
浮
き
上
が
り
が
な
い
か
を

確
認
（
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
）
す
る
。

咬
合
調
整
後
は
、
自
動
削
合
の

ペ
ー
ス
ト
を
用
い
た
ほ
う
が
よ

い
。

　

技
工
の
す
べ
て
を
テ
ク
ニ
シ

ャ
ン
に
委
ね
が
ち
な
総
義
歯
を

今
現
在
も
す
べ
て
ご
自
身
で
製

作
さ
れ
て
い
る
先
生
だ
か
ら
こ

そ
自
信
を
も
っ
て
お
話
し
さ
れ

る
大
変
説
得
力
の
あ
る
ご
講
演

で
し
た
。
奥
野
先
生
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
ヘ
レ
ウ
ス
ク

ル
ツ
ァ
ー
ジ
ャ
パ
ン（
株
）
よ

りe-H
a

（
イ
ー
ハ
・
硬
質
レ
ジ

ン
歯
）
、
フ
レ
キ
シ
タ
イ
ム
バ

イ
ト（
シ
リ
コ
ン
バ
イ
ト
材
）

紹
介
、
第
一
三
共（
株
）
よ
り（
新

製
品
）
ク
ラ
ビ
ッ
ト
高
用
量
製

剤
二
五
〇
mg
・
五
〇
〇
mg
・
細

粒
一
〇
％
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
学
術
部
・
六
人
部
慶
彦
記
）

　

八
月
の
総
選
挙
に
よ

り
歴
史
的
な
「
政
権
交

代
」
が
実
現
し
、
民
主

党
、
社
民
党
、
国
民
新

党
に
よ
る
連
立
政
権
が

誕
生
し
た
。

　

そ
の
後
一
〇
月
二
六

日
に
行
わ
れ
た
鳩
山
首

相
の
所
信
表
明
演
説
は
、
五
二

分
に
わ
た
る
最
長
記
録
の
も
の

と
な
っ
た
。
「
友
愛
政
治
」
「
無

血
の
平
成
維
新
」
を
旗
印
に
内

政
で
は
年
金
・
医
療
・
介
護
・

子
育
て
･
教
育
問
題
や
地
域
主

権
改
革
、
外
交
で
は
地
球
温
暖

化
問
題
や
核
軍
縮
、
日
米
同
盟

を
は
じ
め
と
す
る
各
国
と
の
関

係
な
ど
が
柱
の
内
容
に
な
っ
て

い
る
。

　

我
々
の
最
も
関
心
の
あ
る
医

療
に
つ
い
て
は
そ
の
中
で
「
財

政
の
み
の
視
点
か
ら
医
療
費
や

介
護
費
を
ひ
た
す
ら
抑
制
し
て

き
た
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
転
換
し
、

質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
供

給
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
着
手

し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

小
泉
改
革
以
降
の
立
て
続
け

の
診
療
報
酬
の
削
減
、
材
料
費

の
高
騰
、
医
科
と
の
格
差
の
拡

大
、
等
に
よ
り
歯
科
業
界
全
体

が
困
窮
し
、
疲
弊
し
て
い
る
現

状
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
鳩

山
政
権
の
友
愛
が
い
か
な
る
も

の
か
、
そ
の
真
価
を
次
期
診
療

報
酬
改
定
で
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。　
　

（
Ｋ
）

パノラマ
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「
民
主
党
政
権
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

副
会
長　

大
浦
寿
哉

論説

　

八
月
三
十
一
日
の
衆
議
院
議

員
選
挙
に
て
民
主
党
が
大
勝
し

た
。
民
主
党
は
、
官
僚
主
導
の

政
治
か
ら
の
脱
却
を
国
民
に
訴

え
、
子
供
手
当
て
、
高
速
道
路

無
料
化
、
農
業
政
策
な
ど
を
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
こ
み
長
年

続
い
た
自
由
民
主
党
政
治
を
終

わ
ら
せ
た
。

　

民
主
党
の
各
大
臣
は
、
政
権

交
代
直
後
よ
り
自
民
党
が
作
っ

た
補
正
予
算
の
一
部
凍
結
、
小

泉
改
革
の
目
玉
で
あ
っ
た
郵
政

民
営
化
の
見
直
し
、
さ
ら
に
仕

分
け
人
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
が

概
算
請
求
の
な
か
の
無
駄
の
排

除
な
ど
積
極
的
に
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
言
動
や
活
動
内
容
が
、
毎

日
ニ
ュ
ー
ス
や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
放
送
さ
れ
て
い
る
。

　

医
療
に
関
し
て
、
民
主
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
社
会
保
障

費
二
千
二
百
億
円
抑
制
を
撤
廃

し
、
入
院
医
療
の
診
療
報
酬
を

一
・
二
倍
に
す
る
ほ
か
、
医
師

養
成
数
を
一
・
五
倍
に
増
や
す

政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
た
だ
、

医
療
費
が
毎
年
三
%
の
伸
び
を

継
続
し
、
七
五
歳
以
上
の
医
療

費
が
二
〇
〇
八
年
に
は
十
一
兆

円
（
一
人
当
た
り
八
五
万
円
）

と
な
り
財
源
確
保
に
対
す
る
不

安
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
歯
科
医
療
の
位
置
づ
け

も
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
す
、
む

し
ろ
そ
の
ツ
ケ
が
歯
科
に
回
っ

て
く
る
よ
う
な
こ
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
政
権
交
代
は
、
『
言

っ
て
も
無
駄
だ
』
と
今
ま
で
あ

き
ら
め
て
い
た
国
民
が
、
意
思

を
表
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
国

の
仕
組
み
を
動
か
し
た
と
い
え
る
。

　

身
近
な
問
題
と
し
て
、
レ
セ

プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
問
題

が
あ
る
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
は
「
義
務
化
」
で
は
導

入
が
難
し
く
廃
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
医
療
機
関
が
出
て
く
る

と
し
て
「
原
則
」
に
改
め
、
例

外
規
程
を
設
け
る
余
地
は
残
す

と
な
っ
て
い
た
。
厚
生
労
働
省

か
ら
一
〇
月
に
出
さ
れ
た
、
『
レ

セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
関

す
る
省
令
改
正
お
よ
び
告
示
（
案
）

に
つ
い
て
』
に
よ
る
と
、
レ
セ

プ
ト
件
数
が
少
な
い
医
療
機
関

以
外
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を

義
務
化
す
る
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
募
集
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

一
〇
月
一
〇
日
か
ら
二
十
三
日

の
間
に
全
国
か
ら
意
見
総
数

二
二
二
〇
件
よ
せ
ら
れ
た
。
こ

の
数
の
多
さ
は
、
会
員
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
な
ん
ら
か
の
意
見

を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何

か
が
変
わ
る
の
で
な
い
か
と
感

じ
始
め
て
い
る
表
れ
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
た
。
意
見
の
中
身

は
、
義
務
化
撤
回
を
求
め
る
も

の
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
を
指

摘
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て

い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
十
一
月

二
五
日
に
事
実
上
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
撤
回
の
内
容
の
省

令
改
正
を
官
報
告
示
し
た
。
わ

れ
わ
れ
の
民
意
が
、
国
を
動
か

し
た
と
い
え
る
。

　

今
回
の
政
権
交
代
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
私
た
ち
に
と
っ

て
す
こ
し
で
も
暮
ら
し
や
す
い

世
の
中
に
す
る
に
は
、
国
民
一

人
一
人
が
、
し
っ
か
り
と
政
治

に
注
目
し
、
意
見
を
発
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感

し
た
。

□HP

医
療
管
理
講
演
会

―
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
備
え
―

　

一
〇
月
五
日
（
月
）
午
後

七
時
三
〇
分
よ
り
ホ
テ
ル
東

急
イ
ン
二
階
貸
会
議
室
に
て
、

医
療
管
理
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
っ
て
、
講
演
会

に
協
賛
し
て
頂
い
た
昭
和
薬
品

の
商
品
説
明
を
し
て
頂
い
た
の

ち
に
高
麗
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
久
保
茂
正
先
生
に
よ
る
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
備
え
」

に
つ
い
て
ご
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

短
期
間
の
う
ち
に
全
世
界
へ

広
が
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
最
新
情
報
と
正
し
い
知
識

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
個
人

と
し
て
こ
の
時
期
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ま

た
歯
科
医
院
と
し
て
の
予
防
策

等
を
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

内
容
が
濃
く
予
定
時
間
を
オ

ー
バ
ー
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
三
五
名
で
し
た
。

（
常
務
理
事
・
中
川
晴
彦
記
）

医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
催

　

九
月
二
十
九
日
（
火
）
午
後

七
時
三
〇
分
よ
り
、
北
区
歯

科
医
師
会
事
務
所
に
て
医
療
保

険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
、
府
歯
指
導
型
医

療
保
険
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ず
、

各
支
部
の
医
療
保
険
部
が
会
員

に
対
し
て
講
習
会
を
開
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。当
支
部
で
は
、

毎
年
医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

開
い
て
お
り
、
本
年
度
は
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

高
麗
会
長
の
挨
拶
の
後
、

会
員
か
ら
の
質
問
に
医
療
保

険
部
員
が
答
え
る
形
式
で
行

い
ま
し
た
。
疑
義
解
釈
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
前
に
府
歯

医
療
保
険
部
と
打
ち
合
わ
せ

の
上
、
的
確
に
解
答
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
員
も

含
め
各
会
員
か
ら
の
本
音
ト

ー
ク
も
披
露
さ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
岡
田
修
二
記
）

　

「
見
直
そ
う
！
食
事
・
運
動
・

生
活
習
慣
」
を
テ
ー
マ
に
平
成

二
十
一
年
度
み
ん
な
の
健
康
ま

つ
り
が
一
〇
月
二
四
日
（
土
）

午
後
〇
時
三
〇
分
よ
り
北
区
民

ホ
ー
ル
に
て
北
区
の
三
師
会
、

地
域
振
興
会
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
消
防
署
他
多
く
の
団
体

の
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
医
師
会
は
各
科
医
療
相
談
、

薬
剤
師
会
は
家
庭
常
備
薬
の
相

談
等
が
行
わ
れ
、
歯
科
医
師
会

で
は
地
域
医
療
部
員
が
北
区
大

淀
の
先
生
方
、
歯
科
衛
生
士
達

と
合
同
で
「
歯
科
相
談
」
「
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
」
を
行
な
い

歯
科
の
ブ
ー
ス
は
今
年
も
大
盛

況
で
し
た
。

　

総
来
場
者
数
は
六
一
五
人
と

例
年
に
比
べ
や
や
低
調
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
の
一
二

五
人
が
歯
科
相
談
を
受
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
も
歯
科
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
窺
え
、
こ
う
い

っ
た
機
会
の
大
切
さ
を
再
認
識

い
た
し
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
高
畑
栄
夫
記
）

H21
10.24

北
区
み
ん
な
の
健
康
ま
つ
り

H21.10.5

□HP

H21.9.29



ほ　く　し（３） 第１８９号

　

十
一
月
七
日（
土
）午
後
五
時

よ
り
、福
島
区
ホ
テ
ル
阪
神
に
て

隣
接
七
支
部
支
部
長
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
協
議
内
容
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
り
、当
支
部
で

は
、入
会
促
進
と
未
入
会
診
療

所
問
題
、法
人
の
入
会
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、医
療
保
険
講
習
会
の
開

催
状
況
、歯
科
医
師
連
盟
と
の
峻

別
に
つ
い
て
、新
年
互
礼
会
の
来

賓
等
に
つ
い
て
も
、質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。他
支
部
か
ら
は
、

高
齢
者
口
腔
相
談
へ
の
取
り
組
み
、

会
員
の
行
事
参
加
推
進
、収
入
減

な
ど
興
味
深
い
話
題
が
提
起
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
任
支
部
長
が
複
数

お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、各
支
部
に

と
っ
て
有
意
義
な
情
報
交
換
と

懇
親
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

（
常
務
理
事
・
佐
々
木
裕
記
）

　

十
一
月
九
日
（
月
）
午
後
七

時
三
〇
よ
り
、
北
区
歯
科
医
師

会
事
務
所
に
て
規
程
検
討
委
員

会
が
行
わ
れ
た
。

　

委
員
長
に
七
班
槇
野
明
弘
先

生
、
副
委
員
長
に
六
班
渡
辺
道

雄
先
生
が
選
出
さ
れ
、
高
麗
会

長
か
ら
委
員
を
代
表
し
て
槇
野

委
員
長
に
諮
問
書
が
手
渡
さ
れ

た
。
大
塚
専
務
理
事
を
議
長
に
、

未
入
会
問
題
の
解
決
、
時
節
の

流
れ
に
沿
っ
た
会
員
の
た
め
の

よ
り
細
や
か
な
対
応
、
増
加
し

つ
つ
あ
る
医
療
法
人
の
開
設
す

る
診
療
所
に
対
応
す
る
規
程
の

見
直
し
を
中
心
に
何
点
か
検
討

し
た
。
ほ
ぼ
全
員
の
合
意
を
得

る
結
論
に
達
し
た
が
、
さ
ら
に

細
部
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
す

る
こ
と
と
し
て
閉
会
し
た
。

（
常
務
理
事
・
佐
々
木
裕
記
）

規
程
検
討
委
員
会

訃　

報

阪本義樹 先生（11班）

平
成
二
十
一
年
一
〇
月
七
日
死
去

　

御
略
歴

大
正
一
五
年
八
月
十
二
日
生

昭
和
二
十
三
年

大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業

大
阪
府
知
事
賞
・
文
部
大
臣
賞

等
受
賞
、
勲
五
等
瑞
宝
章
受
賞

　

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
、二
年

後
か
ら
大
阪
マ
ル
ビ
ル
阪
本
歯
科

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

ご
縁
で
、ず
っ
と
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、も
う
そ
れ

も
か
な
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
阪
本
先
生
は
、
東
大
阪

の
医
院
、
学
校
歯
科
、
衛
生
士

学
校
、
そ
し
て
大
阪
口
腔
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
学
会
と
、
多
く
の
お

仕
事
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
お

ら
れ
、
た
い
へ
ん
な
ご
活
躍
で

し
た
。
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
、
し
か
し
そ
れ
に
は
充

分
な
研
究
と
準
備
が
必
要
だ
、

と
い
う
お
考
え
が
、
そ
の
根
底

に
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

歯
科
医
療
に
対
す
る
ご
姿
勢
は
、

真
剣
、
真
摯
そ
の
も
の
で
あ
り
、

常
に
ピ
リ
ッ
と
し
た
空
気
の
中
、

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

技
工
室
が
私
の
居
室
だ
っ
た
の

で
す
が
、
歯
科
医
師
と
し
て
当

た
り
前
の
こ
と
が
自
然
と
身
に

付
く
よ
う
に
、
掃
除
や
後
片
付

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、

現
在
も
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
が
帰
宅
す
る
時
は
、
阪

本
先
生
は
い
つ
も
講
演
会
の
準

備
で
ス
ラ
イ
ド
の
整
理
を
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
存
じ
上

げ
る
限
り
、
ほ
と
ん
ど
遊
興
に

時
間
を
割
く
こ
と
は
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
、
古
典
芸
能
、
特
に
歌
舞
伎

に
関
し
て
は
た
い
へ
ん
造
詣
が

深
く
、
そ
の
話
題
に
な
り
ま
す

と
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
お
話

し
下
さ
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
互
礼
会
で
お
会
い
し

た
時
に「
佐
々
木
君
、僕
痩
せ
た

や
ろ
」
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
も
、

お
元
気
な
様
子
で
お
ら
れ
ま
し

た
の
で
、突
然
の
訃
報
に
驚
い
た

次
第
で
す
。
す
ば
ら
し
い
ご
家
族

に
囲
ま
れ
、歯
科
医
師
と
し
て
ま

た
公
人
と
し
て
も
多
く
の
業
績

を
残
さ
れ
、す
ば
ら
し
い
人
生
を

送
ら
れ
た
と
、私
は
う
ら
や
ま
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。先
生
と
の
思

い
出
や
ご
恩
は
簡
単
に
は
語
り
つ

く
せ
ま
せ
ん
が
、安
ら
か
に
お
休
み

に
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日
死
去

　

御
略
歴

昭
和
六
年
八
月
一
四
日
生

昭
和
三
〇
年

大
阪
歯
科
大
学
卒
業

昭
和
三
三
年
・
北
区
に
て
開
業

昭
和
四
〇
〜
四
二
年
・
庶
務
理
事

昭
和
四
二
〜
四
四
年
・
学
術
理
事

昭
和
四
六
〜
四
八
年
・
総
務
理
事

昭
和
五
〇
〜
五
四
年
・
専
務
理
事
・

府
歯
代
議
員

　

思
え
ば
、
当
時
は
雑
誌
で
あ

っ
た
「
ほ
く
し
」
一
号
が
発
刊

さ
れ
た
の
が
三
七
年
前
の
昭
和

四
六
年
一
月
で
、
編
集
長
が
竹

花
一
先
生
、
編
集
委
員
と
し
て

清
光
淳
夫
、
中
西
國
夫
、
西
川 

亨
各
先
生
の
中
に
若
輩
の
私
が

入
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
中
西

先
生
と
ご
懇
意
に
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。

　

先
生
に
は
そ
の
間
、
編
集
関

係
の
こ
と
で
色
々
と
ご
教
授
戴

き
ま
し
た
し
、
第
四
次
、
第
五

次
大
内
執
行
部
で
は
専
務
理
事

と
し
て
庶
務
理
事
の
私
に
会
務

の
基
本
に
つ
い
て
き
め
細
か
い

ご
指
導
を
戴
い
た
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

緻
密
な
頭
脳
と
適
確
な
分
析

力
に
よ
り
府
歯
お
よ
び
当
会
に

幾
多
の
業
績
を
残
さ
れ
る
と
同

時
に
、
北
区
歯
科
医
師
会
の
基

礎
を
築
か
れ
た
方
で
し
た
。

　

最
近
、
油
絵
に
興
じ
ら
れ
、

ご
友
人
と
画
廊
展
を
開
か
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
数
年
前
ま
で
「
み

お
つ
く
し
の
会
」
に
ご
出
席
さ

れ
、
私
と
広
報
談
義
に
花
を
咲

か
せ
た
こ
と
な
ど
今
も
鮮
明
に

憶
え
て
お
り
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
温
か
い
ご
指

導
を
戴
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

致
し
ま
す
と
共
に
、
先
生
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

中西國夫 先生（班外）

阪
本
義
樹
先
生
を
偲
ん
で

 
 
 

2
班 

佐
々
木　

裕

中
西
國
夫
先
生
を
悼
む

 
 
 

１1
班 

黒
川　

森
夫

　

十
一
月
二
四
日
（
火
）
午
後

七
時
三
〇
分
よ
り
北
区
歯
科
医

師
会
事
務
所
に
お
い
て
福
祉
共

済
制
度
検
討
委
員
会
が
高
麗
会

長
よ
り
諮
問
書
が
手
渡
さ
れ
発

足
し
た
。

　

委
員
長
に
橋
本
收
先
生
が
、

副
委
員
長
に
は
水
沼
和
夫
先
生
、

野
口
副
会
長
が
選
出
さ
れ
委

員
に
は
東
郷
監
事
、
奥
野
監
事
、

大
塚
専
務
理
事
、
佐
々
木
常
務

理
事
、
森
川
理
事
が
委
嘱
さ

れ
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
前
執
行
部
で

の
協
議
を
踏
ま
え
、
同
制
度
が

無
理
な
く
運
営
さ
れ
て
い
く
に

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
最
善
か

を
協
議
す
る
為
に
発
足
さ
れ
た
。

今
後
、
数
回
に
わ
た
り
委
員
会

が
開
催
さ
れ
協
議
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

（
専
務
理
事
・
大
塚
俊
裕
記
）

H21.11.24

福
祉
共
済
制
度

検
討
委
員
会
発
足

第
19
回
隣
接
7
支
部
支
部
長
懇
談
会

（
北
区
北
支
部
・
北
区
大
淀
支
部
・
東
淀
川
区
支
部
・
淀
川
区
支
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　

西
淀
川
区
支
部
・
此
花
区
支
部
・
福
島
区
支
部
）

H21.11.7

H21.11.9



ほ　く　し （４）第１８９号

　

今
年
最
後
の
ほ
く
し
で
す
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

11
班
・
橋
本　

浩
一

（
神
奈
川
歯
大
・
平
成
７
年
卒
）

（
診
）
Ｈ
Ｙ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
橋
本
歯
科

　
　
　

梅
田
一
ー
二
大
阪
駅
前
第
二
ビ
ル
二
Ｆ

　

電　

六
三
四
四
ー
九
四
一
八

　

Ｆ　

六
三
四
四
ー
九
四
四
一

新
入
会
員

　

北
区
歯
科
医
師
会
で
は
現

在
新
聞
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
お
い
て

会
員
の
皆
様
に
い
ろ
ん
な
情

報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
が
、

北
区
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
は
さ
ら
に
詳

し
い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
役
に
立
つ
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
左
下
に

ロ
グ
イ
ン
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
「
ユ

ー
ザ
ー
名
」
と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」

を
お
入
れ
く
だ
さ
い
。
ユ
ー

ザ
ー
名
と
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
に

つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
に
封

書
に
て
お
送
り
い
た
し
ま
し

た
が
、
お
分
か
り
に
く
い
方

ま
た
紛
失
さ
れ
た
方
は
支
部

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ロ

グ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
ら
パ
ス

ワ
ー
ド
の
変
更
の
仕
方
を
ホ

ー
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
＆
Ａ
に
詳
し

く
の
せ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

一
読
く
だ
さ
り
、
各
自
ご
変

更
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

　

下
記
マ
ー
ク
が

見
出
し
の
下
に
付

い
て
い
る
記
事
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
詳
し
い
内
容
、

又
は
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

九
月
三
日（
木
）午
後
七
時
よ

り
、柴
島
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
に
て
対
北
区
大
淀
支
部
と

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
練
習
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
試
合
は
六
月

に
急
逝
さ
れ
た
中
村
敬
三
先
生

（
前
監
督
）の
追
悼
試
合
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
前
の

高
麗
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、両

軍
全
選
手
が
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

左
腕
に
喪
章
を
つ
け
試
合
に
臨

み
ま
し
た
。

　

結
果
は
投
打
で
圧
倒
し
た
北

区
北
が
毎
回
得
点
の
一
七
対
七
で

大
勝
し
、天
国
の
中
村
監
督
へ
良

い
報
告
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

試
合
後
は
場
所
を
移
し
て
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。
守
下
先

生
に
よ
る
献
杯
の
挨
拶
の
後
、各

先
生
が
故
人
を
偲
ぶ
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。最
後
に
高
麗
会
長
を

新
監
督
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同

好
会
は
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
樋
口
春
彦
記
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

故
中
村
敬
三
先
生
・
追
悼
試
合
（
対
北
区
大
淀
支
部
）

H21
9.3

会
員
懇
親
会

ポ
ル
ト
ガ
ル
の

　

マ
マ
の
味

 　

九
月
二
五
日
（
金
）
に
西
天

満
の
ア
メ
リ
カ
領
事
館
の
隣
「
ポ

ル
ト
ガ
リ
ア
」
に
て
、
福
祉
部

主
催
会
員
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

四
十
余
名
の
会
員
に
参
加
し

て
頂
き
、
店
内
は
ほ
ぼ
満
席
状

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
高
麗
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
「
総
選
挙
で
は
民

主
党
が
大
勝
し
、
政
治
も
大
き

く
変
化
し
た
。
当
会
も
来
年
の

互
礼
会
で
は
民
主
党
の
吉
田
お

さ
む
衆
議
院
議
員
を
お
招
き
し

た
い
。
ま
た
、
診
療
所
に
お
け

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て

臨
ん
で
戴
き
た
い
。
」
と
述
べ

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
吉
田
興
二

先
生
の
ご
発
声
で
乾
杯
を
ポ
ル

ト
ガ
ル
ビ
ー
ル
で
行
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
懇
親
会
場
の
「
ポ

ル
ト
ガ
リ
ア
」
は
本
場
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
家
庭
料
理
を
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
シ
ェ
フ
（
肝
っ
玉
母
さ
ん
）

が
調
理
す
る
日
本
で
唯
一
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
と
オ
ー
ナ
ー

は
自
負
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

オ
ー
ナ
ー
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で

宮
崎
哲
先
生
の
三
十
年
来
の
友

人
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
マ
イ

ク
を
持
ち
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
、

次
々
と
出
さ
れ
る
料
理
の
説
明

を
し
て
戴
い
た
り
、
今
で
は
日

本
語
の
よ
う
に
日
常
会
話
で
使

わ
れ
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を

紹
介
し
て
戴
い
た
。
カ
ス
テ
ラ
、

パ
ン
、
ボ
タ
ン
、
お
ん
ぶ
、
先

斗
町
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
会

員
同
士
が
、
仕
事
の
話
、
遊
び

の
話
、
趣
味
の
話
に
花
を
咲
か

せ
、
楽
し
い
懇
親
会
な
ら
で
は

の
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
話

も
尽
き
な
い
う
ち
に
時
間
だ
け

が
過
ぎ
て
ゆ
き
、
野
口
副
会
長

の
閉
会
の
言
葉
で
お
開
き
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
楽
し
い
催
し
を
考
え

て
行
き
た
い
の
で
、
面
白
い
プ

ラ
ン
を
お
持
ち
の
先
生
は
是
非
、

福
祉
部
へ
ご
一
報
下
さ
い
。
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
担
当
理
事
・
國
田
浩
之
記
）

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
秋
季
コ
ン
ペ

　

一
〇
月
十
二
日
（
祝
）
に
伏

尾
Ｇ
Ｃ
に
於
い
て
、
平
成
二
十

一
年
度
秋
季
コ
ン
ペ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
で
風

も
無
く
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で

の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
メ
ン
バ
ー
一
七
名
、

ビ
ジ
タ
ー
七
名
の
合
計
二
四
名

で
、
橋
本
收
先
生
の
ご
子
息
の

橋
本
哲
志
先
生
が
初
優
勝
、
黒

川
森
夫
先
生
の
ご
子
息
の
黒
川

晃
夫
先
生
が
二
位
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
の
春
季
コ
ン
ペ

は
四
月
十
一
日
の
日
曜
日
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
三
ヶ
月
前

に
、
詳
細
は
連
絡
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
同
好
会
会
員
で
な

い
方
も
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
専
務
理
事
・
大
塚
俊
裕
記
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
便
り

□HP

H21.10.12

□HP

H21.9.25

□HP
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